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□環境経営方針

当社は農業機械・関連資材の販売、修理サービスなどの事業を通じ、地方の農業を支え、

農業の多面的機能とされる、自然環境の保全、水源の涵養、農村の景観・文化の継承等に

貢献して参ります。

また、事業活動を行う上では、環境に関わる重要性を認識し、環境に優しい事業活動を行う

為に、最高責任者を筆頭に各部門の業務展開を行う過程で環境に対する継続的改善を

実行します。

１．環境マネジメントシステム（EA-21の考え方）を効果的に運用し環境問題のリスクを回避します。

２．株式会社ヰセキ中四国の全部署にかかる資源・エネルギーの削減に取り組みます。

３．廃棄物の削減に努めます。

４．水使用量の抑制と適正使用に努めます。

５．グリーン購入に取り組みます。

６．環境に配慮した製品を販売すると共に、消費者に対する環境情報提供に努めます。

７．環境に関連する法規制等を遵守します。

８．環境経営レポートを公表し，環境コミュニケーションに積極的に取り組みます。

９．社員への環境教育を実施し、本環境方針の周知を図ります。

－この環境方針は、要求があった場合、社外の人にも公開・配布します。－

制定日　：　令和２年１月１日

　

(株)ヰセキ中四国　最高責任者

代表取締役社長 中谷　淸
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□組織の概要

■会社概要
1）事業者名 株式会社ヰセキ中四国

代表取締役社長　中谷　淸
2）本社所在地 広島県東広島市西条町御薗宇727番地2
3）事業内容 農業機械・関連資材の販売、修理サービス、建設事業・農業生活関連商品の販売
4）事業規模 従業員 594人

事業所数 74事業所
エリア 鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県、

香川県、愛媛県、徳島県、高知県
売上高 160億円

■エコアクション21取組事業所
・本社中国および中国各県5支社に加え、2013年度取組より53事業所を加え、中国管内全組織に
　取組拡大をしております。
○本社中国事業所　（2006年認証取得）

東広島市西条町御薗宇727番地2
○中国各県事業所　（2011年度対象範囲更新）

鳥取営業部　倉吉市秋喜458－2
島根営業部　松江市宍道町佐々布868-25
岡山営業部　赤磐市町苅田1313-2
広島営業部　東広島市豊栄町乃美1157－1
山口営業部　山口市深溝200－3

○中国５県営業拠点　（2013年度対象範囲更新）
鳥取県　3営業所 　（⇐既存の営業所数）
島根県　8営業所
岡山県　8営業所
広島県　14営業所
山口県　10営業所

○四国３県事業所、営業拠点（２０２０年度対象範囲更新）　徳島営業部は対象範囲から除いています。
　・２０２０年１月の販売会社合併に伴い、四国管内の組織を追加しております。
　　以前の認証登録番号0000670、登録者名（株）ヰセキ四国の組織を対象範囲としています。

本社四国事業所　伊予市八倉120-1
愛媛営業部　伊予市八倉120-1
香川営業部　高松市香川町川内原1527-13
高知営業部　南国市岡豊町常通寺島122-1
愛媛県　９営業所
香川県　７営業所
高知県　５営業所

（注）

徳島県　１営業所は、認証に含まれていませんが、２０２０年度以降、４年の間で認証に含めることを計画しています。

■環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
環境管理責任者　　取締役管理部長　武廣　泰欣
環境管理事務局 管理部中国グループ長　鈴木　龍充

管理部中国グループ　係長　小賀　貴之
業務監理室四国グループ　主任　大西　賢治

（連絡先）　株式会社ヰセキ中四国　本社　中国グループ
　　　　　　　東広島市西条町御薗宇727-2
　　　　　　　TEL:082-423-9881　FAX:082-423-9885
　　　　　　　Email：kanri@iseki-chugoku.co.jp

　　※エコアクション21環境レポートにおける実績値について
・実績値は2019年1月～12月の1年間で表記しております。
・組織、人員はレポート作成時の2019年12月末現在で表記しております。
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■実施体制と役割

・環境経営に関する統括責任

・環境目標、環境活動計画書を承認

・環境方針の策定、見直し及び全従業員へ周知

・代表者による全体の評価と見直しを実施

・環境活動レポートの承認
環境委員会 ・経営会議メンバーで開催する

　全体評価の総括及び環境レポートの検証、コスト管理を実施

　内部コミュニケーションの実施

　環境関連法規（排掃法・消防法等）の取りまとめ結果の検証

・管理部長を充て、EA-21のシステム管理責任者としての役割を担う

・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境関連法規の取りまとめを承認

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境目標、環境活動計画書を確認

・環境活動レポートの確認

・管理部が担当し、EA-21構築の中心としての役割を担う

・環境管理責任者の補佐

・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・環境目標、環境活動計画書原案の作成

・環境活動の実績集計

・環境関連法規等の取りまとめ表の作成及び遵守評価の実施

・環境活動レポートの作成、公開

・環境管理委員は各営業部各本社部門を代表して営業部長、本社部門長が選任する

・環境管理事務局と連携し、自営業部の環境負荷の監視と実績集計、問題点の特定を行い改善を図る

・自営業部自部門の環境活動の取組状況の自己チェックの実施

・事業所の取組状況のチェック及び改善指導

・管理部の省エネルギー担当者を充てその役割を担う

・各営業部、各本社部門の責任者が担当する

・自営業部自部門の環境マネジメントシステムの実施、運用を統括する

・自営業部自部門の環境方針の周知

・自営業部自部門の環境活動計画の実施及び達成状況の確認

・環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

・自主的、積極的に環境活動へ参加

全従業員

役割・責任・権限

環境管理責任者
（管理部長）

最高責任者
（社長）

環境管理事務局
（管理部）

環境管理委員会

内部監査

省エネ責任者

支社長、本社部長

最高責任者
（社長）

環境管理責任者
（管理部長）

内部監査
（管理部・業務監理室）

環境管理事務局
（管理部）

環境管理委員会

本社各部

スタッフ

営業部

スタッフ

省エネ責任者

環境委員会

広島営業部

（商品部）

営業所

山口営業部

営業所

岡山営業部

営業所

島根営業部

営業所

鳥取営業部

営業所

愛媛営業部

営業所

香川営業部

営業所

高知営業部

営業所

本社中国

中国支社

本社四国

四国支社

徳島営業部
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□環境経営目標及びその実績

　（１）目標 2018年実績値に対する短期目標（中国管内）

Ⅰ．二酸化炭素排出量の削減 kg-CO2 2,075,833 2,055,075 2,034,316 2,013,558

対 基準年比 -1.0% -2.0% -3.0%

　1）電力使用量節減 kWh 1,008,649 998,563 988,476 978,390

対 基準年比 -1.0% -2.0% -3.0%

　2）ガソリン使用量節減 ℓ 433,869 429,530 425,192 420,853

対 基準年比 -1.0% -2.0% -3.0%

　3）軽油使用量節減 ℓ 276,453 273,688 270,924 268,159

対 基準年比 -1.0% -2.0% -3.0%

　4）LPガス使用量節減 ㎏ 993.4 983.5 973.5 963.6

対 基準年比 -1.0% -2.0% -3.0%

Ⅱ．廃棄物排出量の削減

　金属くずの削減 ㎏ 723,684 723,684 723,684 723,684

対 基準年比 0.0% 0.0% 0.0%

　廃油排出量の削減 ℓ 108,430 108,430 108,430 108,430

対 基準年比 0.0% 0.0% 0.0%

　汚泥排出量の削減 ㎏ 53,025 53,025 53,025 53,025

対 基準年比 0.0% 0.0% 0.0%

　廃プラ排出量の削減 ㎏ 196,870 196,870 196,870 196,870

対 基準年比 0.0% 0.0% 0.0%

　紙排出量の削減 ㎏ 16,310.0 16,146.9 15,983.8 15,983.8

対 基準年比 -1.0% -2.0% -2.0%

Ⅲ．紙購入量の削減 ㎏ 7,080.5 7,009.7 6,938.9 6,868.1

対 基準年比 -1.0% -2.0% -3.0%

Ⅳ．水使用量の削減 ㎥ 11,609.0 11,492.9 11,376.8 11,260.7

対 基準年比 -1.0% -2.0% -3.0%

Ⅴ.化学物質投入量の削減 ℓ 485.2 485.2 485.2 485.2

対 基準年比 0.0% 0.0% 0.0%

Ⅵ.グリーン購入

対 基準年比

Ⅶ．環境配慮製品 経営計画にて策定 経営計画にて策定 経営計画にて策定 経営計画にて策定

対 基準年比 － － －

※金属屑・廃油・汚泥・廃プラの増減は、営業成績に比例することから削減目標とはせず管理対象とする。

※紙排出量については、5本社・支社へ収集のうえ廃棄を行っているため、各拠点での排出はない。

※環境配慮製品（疎植栽培田植機等）の販売計画は毎年の経営計画で策定する為計数では表示できない。

※CO2排出係数は、2018年度基準年度実績は、中国電力の実排出係数0.628（H19年基準）とした。　

　2019年度目標値よりエネットの調整後排出係数0.35（H29年度）とした。

　2019年度以降の目標は、2017年度ガイドラインに基づき設定した。

2018年度
基準年度

2019年度 2020年度 2021年度
年度

項目
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　（２）実績（総量）と評価 基準年度及び2019年目標と実績比較とその評価（中国管内）

Ⅰ．二酸化炭素排出量の削減 kg-CO2 2,075,833 2,055,075 1,971,537 ◎

　1）電力使用量節減 kWh 1,008,649 998,563 953,114 ◎

　2）ガソリン使用量節減 ℓ 433,869 429,530 417,780 ◎

　3）軽油使用量節減 ℓ 276,453 273,688 258,476 ◎

　4）LPガス使用量節減 ㎏ 993.4 983.5 610.2 ◎

Ⅱ．廃棄物排出量の削減

　金属くずの削減 ㎏ 723,684 723,684 675,570 －

　廃油排出量の削減 ℓ 108,430 108,430 103,539 －

　汚泥排出量の削減 ㎏ 53,025 53,025 125,360 －

　廃プラ排出量の削減 ㎏ 196,870 196,870 96,442 －

　紙排出量の削減 ㎏ 16,310.0 16,146.9 16,340.0 ×

Ⅲ．紙購入量の削減 ㎏ 7,080.5 7,009.7 6,998.2 ◎

Ⅳ．水使用量の削減 ㎥ 11,609.0 11,492.9 11,498.0 ○

Ⅴ.化学物質投入量の削減 ℓ 485.2 480.3 460.1 ◎

Ⅵ.グリーン購入 - - - －

Ⅶ．製品への環境配慮 経営計画にて策定 経営計画にて策定 - －

※金属屑・廃油・汚泥・廃プラの増減は、営業成績に比例することから削減目標とはせず管理対象とする。

※紙排出量については、5本社・支社へ収集のうえ廃棄を行っているため、各拠点での排出はない。

※環境配慮製品（疎植栽培田植機等）の販売計画は毎年の経営計画で策定する為計数では表示できない。

※CO2排出係数は、2018年度基準年度実績は、中国電力の実排出係数0.628（H19年基準）とした。　

　2019年度目標値よりエネットの調整後排出係数0.35（H29年度）とした。

　2019年度以降の目標は、2017年度ガイドラインに基づき設定した。

　（３）実績（１人当たり）と評価

Ⅰ．二酸化炭素排出量の削減 kg-CO2/人 5,216 4,929 ○

　1）電力使用量節減 kWh/人 2,534 2,383 ○

　2）ガソリン使用量節減 ℓ/人 1,090 1,044 ○

　3）軽油使用量節減 ℓ/人 695 646 ○

　4）LPガス使用量節減 ㎏/人 2.5 1.5 ○

Ⅱ．廃棄物排出量の削減

　金属くずの削減 ㎏/人 1,818 1,689 －

　廃油排出量の削減 ℓ/人 272 259 －

　汚泥排出量の削減 ㎏/人 133 313 －

　廃プラ排出量の削減 ㎏/人 495 241 －

　紙排出量の削減 ㎏/人 41.0 40.9 ○

Ⅲ．紙購入量の削減 ㎏/人 17.8 17.5 ○

Ⅳ．水使用量の削減 ㎥/人 29.2 28.7 ○

Ⅴ.化学物質投入量の削減 ℓ/人 1.22 1.15 ○

※2018年基準年度は398人　2019年実績は　400人

　（４）中国管内全体のコメントとその他取り組み
①全体のコメント

　温室効果ガス（ＣＯ２）排出量は各拠点での経費削減努力のため総量で減少した。

　しかし１人当たりの量は微減程度なので、引き続き削減に努める。

②その他の取り組み

　・朝礼コンプラの実施

　　実施日：毎朝礼時（毎週１回管理部テーマを輪読）

　　　朝礼時、様々なテーマについて読み上げ周知・教育を行っております。

　　　　コンプライアンス、労災防止、不祥事事例、マナーや思いやり等。

　・安全衛生S&H大作戦の展開

　　３S活動、安全衛生管理を各拠点で実施。

　　　拠点毎に安全衛生推進者の選任、毎月１回拠点３S安全衛生チェックシート作成

　　　　３S実施状況チェック、消防設備、設備点検、法務労務安全衛生体制、保護具、保有資格等。

　　　　　　　　　　　年　度
　　項　目

2018年度
基準年度

2019年度
目標

2019年
実績

　　　　　　　　　　　年　度
　　項　目

評価

2018年度
基準年度

2019年
実績

評価
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　（５）実績（総量）と評価 基準年度及び2019年目標と実績比較とその評価（四国管内）

Ⅰ．二酸化炭素排出量の削減 kg-CO2 1,317,241 1,304,069 1,215,590 ◎

　1）電力使用量節減 kWh 657,094 650,523 626,876 ◎

　2）ガソリン使用量節減 ℓ 246,640 244,173 220,193 ◎

　3）軽油使用量節減 ℓ 134,305 132,962 125,626 ◎

　4）LPガス使用量節減 ㎏ 851.8 843.3 828.1 ◎

　5）灯油使用量節減 ℓ 19,690.3 19,493.4 18,936.6 ◎

Ⅱ．廃棄物排出量の削減

　金属くずの削減 ㎏ 365,286 365,286 369,367 －

　廃油排出量の削減 ℓ 21,000 21,000 22,300 －

　汚泥排出量の削減 ㎏ 57,700 57,700 26,000 －

　廃プラ排出量の削減 ㎏ 113,945 113,945 67,390 －

　紙排出量の削減 ㎏ - - - －

Ⅲ．紙購入量の削減 ㎏ 3,573.2 3,537.4 3,922.5 ◎

Ⅳ．水使用量の削減 ㎥ 6,643.0 6,576.0 6,302.0 ◎

Ⅴ.化学物質投入量の削減 ℓ - - - －

Ⅵ.グリーン購入 - - - －

Ⅶ．製品への環境配慮 経営計画にて策定 経営計画にて策定

※2019年度目標は2018年度実績値に基づいて、中国管内の削減比率に基づいて算出した。

※金属屑・廃油・汚泥・廃プラの増減は、営業成績に比例することから削減目標とはせず管理対象とする。

　また、排油汚泥について香川、高知は実績集計は行なえていない。

※紙排出量については、実績集計は行なえていない。

※化学物質投入量については、実績集計は行なえていない。

※環境配慮製品（疎植栽培田植機等）の販売計画は毎年の経営計画で策定する為計数では表示できない。

※CO2排出係数は、四国電力の実排出係数0.528（H19年基準）とした。　

　（６）実績（１人当たり）比較

Ⅰ．二酸化炭素排出量の削減 kg-CO2/人 6,643 4,929

　1）電力使用量節減 kWh/人 3,426 2,383

　2）ガソリン使用量節減 ℓ/人 1,203 1,044

　3）軽油使用量節減 ℓ/人 686 646

　4）LPガス使用量節減 ㎏/人 4.5 1.5

　5）灯油使用量節減 ℓ/人 103.5 －

Ⅱ．廃棄物排出量の削減

　金属くずの削減 ㎏/人 2,018 1,688.9

　廃油排出量の削減 ℓ/人 122 258.8

　汚泥排出量の削減 ㎏/人 142 313.4

　廃プラ排出量の削減 ㎏/人 368 241.1

　紙排出量の削減 ㎏/人 － 40.9

Ⅲ．紙購入量の削減 ㎏/人 21.4 17.5

Ⅳ．水使用量の削減 ㎥/人 34.4 28.7

Ⅴ.化学物質投入量の削減 ℓ/人 － 1.2

※　2019年実績は　183人

　（７）四国管内全体のコメントとその他取り組み
①全体のコメント

　温室効果ガス（CO2)排出量は、昨年に比べ全項目で減少した。

　環境活動を意識し、次回も減少に繋げたい。

②その他の取り組み

　・朝礼コンプラの実施

　　実施日：毎朝礼時（職場の教養を輪読）

　　　朝礼時、様々なテーマについて読み上げ周知・教育を行っております。

　・安全衛生S&H大作戦の展開

　　３S活動、安全衛生管理を各拠点で実施。

　　　拠点毎に安全衛生推進者の選任、毎月１回拠点３S安全衛生チェックシート作成

　　　　３S実施状況チェック、消防設備、設備点検、法務労務安全衛生体制、保護具、保有資格等。

　　　　　　　　　　　年　度
　　項　目

2019年
四国実績

2019年
中国実績

2019年
実績

評価
　　　　　　　　　　　年　度

　　項　目
2018年度
基準年度

2019年度
目標
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　（８）実績（総量）

Ⅰ．二酸化炭素排出量の削減 kg-CO2 3,187,127

　1）電力使用量節減 kWh 1,579,990

　2）ガソリン使用量節減 ℓ 637,972

　3）軽油使用量節減 ℓ 384,101

　4）LPガス使用量節減 ㎏ 1,438.0

　5）灯油使用量節減 ℓ 18,936.6

Ⅱ．廃棄物排出量の削減

　金属くずの削減 ㎏ 1,044,937

　廃油排出量の削減 ℓ 125,839

　汚泥排出量の削減 ㎏ 151,360

　廃プラ排出量の削減 ㎏ 163,834

　紙排出量の削減 ㎏ -

Ⅲ．紙購入量の削減 ㎏ 10,920.7

Ⅳ．水使用量の削減 ㎥ 17,800.0

Ⅴ.化学物質投入量の削減 ℓ 460.1

Ⅵ.グリーン購入 -

Ⅶ．製品への環境配慮

　　　　　　　　　　　年　度
　　項　目

2019年
実績
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□環境経営計画及び取組結果とその評価、次年度の取組内容

◎よくできた　○まずまずできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

取り組み計画 達成状況 評価結果と次年度の取組内容

電力使用量の節減

　①空調温度の適正化 ○ 「節電」「温度設定」の貼紙を掲示し啓蒙を行った。

　②サーキュレーターの設置 ○ 全拠点に空気循環器サーキュレータを導入し活用。

　③不要照明の消灯 ○ 事務所においては、昼休みの消灯を実施。

　④設備の空運転禁止 ○ クールビズ（5月～10月）を長めに設定し節電に取り組む。

⇒引き続き適正利用を行う。

ガソリン使用量の節減

　①不要なアイドリングストップ   ○ 乗用車の新車入替においては低燃費車を導入。

　②急加速・急停車の防止   ○ キャッシュレスの推進により訪問回収の削減。

　③効率的な移動 ○ 会議や出張時の車輌の乗り合わせによる移動。

⇒引き続き適正利用を行う。

軽油使用量の節減

　①不要なアイドリングストップ   ○ 乗用車の新車入替においては低燃費車を導入。

　②急加速・急停車の防止   ○ キャッシュレスの推進により訪問回収の削減。

　③効率的な移動 ○ 会議や出張時の車輌の乗り合わせによる移動。

⇒引き続き適正利用を行う。

LPガス使用量の節減

　①使用湯量の節減 ○ 必要な最低限の使用時間、使用量にする。

⇒引き続き適正利用を行う。

灯油使用量の節減

　①使用量の節減 ○ 必要な最低限の使用量にする。

⇒引き続き適正利用を行う。　

金属くず、廃プラ排出量の削減

　・廃製品リサイクルシステムの運用 － 井関グループのリサイクルシステムを指定業者を使用。

　・廃プラ・スクラップ製品同時引渡 － 有価買取による支払を実施。

⇒引き続き適正処分を実施、異常値の早期発見。

廃油排出量の削減

　・廃油処分ルート確保 － 定期的処分の実施。

⇒引き続き適正処分を実施、異常値の早期発見。

汚泥排出量の削減

　・汚泥削減のため現場での泥落し － 定期処分の実施。

⇒引き続き適正処分を実施、異常値の早期発見。

紙排出量の削減

　・会議資料、事務手続きの簡素化 × 社内申請を社内Ｗｅｂシステムにより実施し、使用量の削減。

⇒紙を減らす取組を行う。

紙購入量の削減

　・グループウェア活用 × 社内申請を社内Ｗｅｂシステムにより実施し、使用量の削減。

　・両面コピー、使用済み用紙の活用 ○ 裏紙の使用、両面コピーの実施。

　・資料プリント前にミスないか確認 △ 必要な部数のみを準備。

⇒紙を減らす取組を行う。

水使用量の削減

　・節水 ○ 「節水」の貼紙を掲示し啓蒙を行った。

　・洗車前に現場で泥落し △ 圃場での泥落としを行ってから持ち帰り、時間短縮。

⇒引き続き適正利用を行う。

化学物質投入量の削減

　・使用量を把握する。 － 現状の使用量を引き続き管理していく。

⇒引き続き適正利用を行う。

グリーン購入の推進 エコマークの付いた商品を優先購入する。

⇒引き続き適正利用を行う。

製品への環境配慮 可変施肥田植機の販売により環境に配慮した

商品の拡販に取り組みを行う。
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□環境関連法規等の遵守状況の評価の結果

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。

適用される法規制 遵守する事項 遵守評価

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

なお、環境法規制等への違反、訴訟は過去３年間ありませんでした。

環境上の苦情が1件ありました。

ＰＲＴＲ法

浄化槽の設置の届出、保守点検、清掃、水質定期検査の実施

公害防止組織整備法 特定工場の公害防止統括者・公害防止管理者の選任と届出

浄化槽法

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていることを確認しました。

指定地域内の特定施設の届出、規制基準の遵守

家電リサイクル法 特定家電4品目の適正な事業者（家電販売店）への引き渡し

自動車リサイクル法 使用済自動車の適正な事業者（引取登録事業者）への引き渡し

業務用空調冷凍機器の廃棄時のフロン類の回収フロン回収破壊法

有害物質使用特定施設の廃止時の土壌汚染状況の調査と報告、土地の形質
の変更時の届出、

廃棄物処理法
保管基準の遵守、収集運搬・処分業者との適正な契約、マニフェストの交付・保
存・確認・交付状況等報告書の提出

識別マーク表示、（特定事業者）容器包装のリサイクル

火災発生の恐れのある機器の取扱基準の遵守、指定数量未満の危険物・可燃
物の貯蔵の届出及び技術基準の遵守、

省エネルギー法
エネルギー管理統括者・エネルギー管理者等の届出、エネルギー使用に関す
る定期報告書・中長期計画書の提出

第1種指定化学物質の排出・移動量の届出、ＭＳＤＳの提供

火災予防条例

（防火対象物）防火管理者の届出、消防計画の作成、避難訓練の実施、消火設
備・火災警報設備の点検整備、避難設備の維持
（危険物取扱所）設置許可、技術基準の遵守、危険物保安監督者の届出、定期
点検の実施と記録の保存

消防法

規制物質（ばい煙、揮発性有機化合物、粉塵、有害大気汚染物質、自動車排出
ガス）を排出する特定施設の届出、規制基準の遵守、排出濃度の測定と記録、
事故時の報告

公害防止条例
ばい煙等の規制基準の遵守、特定工場・一般工場等の届出、集塵装置・排水
処理施設の設置、事故時の報告

大気汚染防止法

水質汚濁防止法
公共用水域への排出水の排出基準の遵守、特定施設の届出、水質の測定と記
録、事故時の届出

容器包装リサイクル法

騒音・振動規制法

土壌汚染対策法

下水道法
公共下水道を使用して下水を排水する特定事業場・特定施設の届出、排水基
準の遵守、水質の測定と記録、事故時の届出
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□代表者による取組の評価と見直し

●統合初年度は中国・四国で実績及び評価を実施した。

　２０２０年度は２０１９年度の実績値を踏まえ、目標を設定し、評価を実施する。

　また、それぞれで集計している項目に差があることが分かったので同様の項目について集計を実施する。

　　中国　灯油使用量（５県）

　　四国　紙排出量（３県）、排油、汚泥（愛媛、高知）、化学物質使用量（３県）

●基本的な運用方法については、中国を継承する。

　四国管内の取組リーフレット等の掲示を随時進めていく。

　内部監査チェックリストも中国の様式を使用し実施していく。

●徳島営業部の環境負荷実績の集計。

　すべての負荷実績項目を取り入れることはできないが、出来る事から実施していく。

  2020年1月実績集計から実施し、取組範囲が全組織となるようにする。

●建設業（施設部実績）

　・建設設備工事　123件

色彩選別機更新工事　1件　1000万超工事

苗箱更新工事　1件　800万超工事

倉庫、格納庫、ガレージ、事務所新築工事　4件　500万超工事

　・既設建設物設備補修工事　32件

□代表者による総括

２０２０年１月にヰセキ中四国として統合され、まだまだ併せきれていない部分が多くあるが、

お互いの良い部分を継承し、より良いエコアクション２１の取組みを実施してほしい。

エコアクション２１の取組を通じて、経営に繋がる効率化を検討してほしい。
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□環境経営活動の紹介

○エコアクションの取組リーフレット（全拠点に掲示）

エコアクション２１の取組み

環境方針策定 実施体制の構築

環境負荷の把握 実施運用

目標・行動計画の策定 教育・訓練の実施

環境活動レポート開示

取組状況・結果の確認

全体の見直し 結果・活動状況の監査

問題点の改善 評価

・不要なアイドリングはやめましょう
・昼休みや不要時の消灯 ・急発進・急加速はダメ
・倉庫・トイレ等の照明は使用時のみ ・エンジンブレーキを使って
・パソコン、プリンタ不使用時電源OFF ・荷物はできるだけ軽く
・冷房28度、暖房22度設定 ・車間距離は余裕をもって
・暑がる前にクールビズ＆ダイエット ・行動計画をたて燃料節約を
・空調は必要な場所、必要な時だけ ・夏季カーエアコンは適切に
・ブラインドやカーテンの活用を ・冬季暖機運転は適切に
・空調機のフィルター掃除 ・タイヤ空気圧、車輌整備をしっかりと
・業務効率化・ノー残業DAY推進 ・会議時は仲良く乗合せ

・社有車の私的使用は禁止

・廃製品リサイクルシステムの運用
（指定業者へ適正に廃棄を）

・３S（整理・整頓・清掃）徹底
・可燃、不燃、缶・瓶、電池等の分別 ・廃プラ・スクラップ製品同時引渡
・トナーカートリッジ等リサイクル ・分別と早期回収手配
・使い捨て製品（紙コップ等）の抑制 ・廃油・バッテリー処分ルート確保
・詰替え可能な商品、商品長期使用 ・汚泥削減のため現場での泥落し
・私物のゴミは持ちこまない

・疎植栽培の普及
・ヰセキ田植機の拡販
・エコ商品の拡販

・会議資料、事務手続きの簡素化
・デスクネッツ活用
・両面コピー
・使用済み用紙の活用
・シュレッダー書類は機密情報のみ
・使用済み封筒の活用
・資料プリント前にミスないか確認 ・節水
・資料部数は印刷前によく確認 ・洗車前に現場で泥落し
・コピー機使用後はリセットボタン ・洗車スキルアップ

・再生紙利用、未利用繊維商品
・過包装を避ける ・適正な取り扱い
・物を大切に ・使用量の把握

グリーン商品購入

株式会社ヰセキ中四国
作成：環境管理事務局

エコアクション２１認証・登録制度は、環境省が定めた環境経営システムや環境報
告に関するガイドラインにもとづく制度です。

P lan DO

A ction Check

こんなアクションです

燃料

水

紙

ゴミ
産廃

エコアクション２１のイメージ

これからもずっと先も、この地球上でゆたかな生活が続くために、企業活動においても省エネ、

省資源、省廃棄物の環境経営システムの構築が求められます。

また、井関グループは、農業関連商品の販売、サービスの提供という事業を通じ地方経済活動の

一翼を担っており、事業そのもの（私たちの一挙一動そのもの）が、農業を守り、国土を守り、地球

環境を守っているのです。

エコアクション２１の取組により、人として・企業として地球への責任を果たしましょう！

電気

製品

購入
化学物質
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○啓蒙貼紙（全拠点に掲示）

節

水
エコアクション２１　

節

電
エコアクション２１　

分

別
エコアクション２１　

夏　室温３０℃以上　冷房：２８℃以上設定

冬　室温１５℃以下　暖房：２２℃以下設定
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